


町
制
施
行
五
十
周
年
と
米
国
オ
ク
ラ

ホ
マ
州
シ
ョ
ウ
ニ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市

締
結
十
五
周
年
、
そ
し
て
今
年
十
月
の

新
市
誕
生
に
伴
う
仁
賀
保
町
閉
町
と
い

う
三
つ
の
節
目
を
記
念
し
た
合
同
式
典

が
八
月
五
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
仁
賀
保
町
が
誕
生
し
て

か
ら
五
十
年
の
歩
み
を
ビ
デ
オ
映
像
で

振
り
返
っ
た
あ
と
、
各
分
野
で
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
二
十
四
名
の
功
労
者
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功労者のご紹介（敬称略）

納税貯蓄組合連合会副会

長、民生児童委員などを務

められ、納税意識の高揚や

民生安定に寄与された。

齋藤弘次（平沢）
町議会議員、農業委員な

どを務められ、地方自治の

振興発展や農業の振興、福

祉増進に寄与された。

細矢治助（院内）
民生児童委員協議会長、

国民年金委員などを務めら

れ、民生安定や福祉増進に

寄与された。

阿部　昭（杉山）
仁賀保町教育長、芸術文

化協会長などを務められ、

教育行政や地方自治の発展

に寄与された。

畠山朋一（中野）

芸術文化協会副会長、秋

田草刈唄全国大会実行委員

長を務めるなど、民謡文化

の発展向上に寄与された。

故須田　馨（琴浦）
納税推進委員、統計調査

委員などを務められ、統計

業務の遂行や納税意識の高

揚などに寄与された。

正木末吉（冬師）
国民健康保険運営協議会

長、選挙管理委員長として、

国保事業や選挙事務の正確

な遂行に寄与された。

佐藤　健（上小国）
公民館運営審議会委員、

体育指導委員会副会長など

を務められ、社会体育の振

興などに寄与された。

鈴木新太郎（堺）

統計調査委員、手をつな

ぐ育成会会長、民生児童委

員などを務められ、統計業

務や民生安定に寄与された。

金子　潔（伊勢居地）

納税貯蓄組合連合会長、

体育指導委員などを務めら

れ、納税意識の高揚や社会

教育の向上に寄与された。

赤松幸雄（伊勢居地）

院内地区婦人会長、働く

婦人の家運営委員長などを

務められ、婦人の地位向上

などに寄与された。

佐藤京子（小国）
小出地区婦人会長、公民

館運営審議会委員などを務

められ、婦人の地位向上な

どに寄与された。

齋藤和子（伊勢居地）



e 17．9．1発行

を
表
彰
し
た
ほ
か
、
一
個
人
二
団
体
に

感
謝
状
を
贈
呈
。
巴
町
長
が
「
愛
す
る

町
に
誇
り
と
感
謝
の
念
を
新
た
に
し
、

先
輩
各
位
と
町
民
の
み
な
さ
ん
の
こ
れ

ま
で
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
の
閉
町
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
町

民
歌
を
出
席
者
全
員
で
斉
唱
し
た
あ
と
、

ス
テ
ー
ジ
上
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
町
旗

が
町
内
の
小
学
生
四
名
の
手
で
降
納
さ

れ
、
巴
町
長
が
木
箱
に
納
め
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

●
ダ
イ
ア
ナ
・
ハ
ロ
ッ
ク
（
シ
ョ
ウ
ニ

ー
市
書
記
）

●
お
も
ち
ゃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
メ
ル
ヘ

ン
」（
代
表
／
大
須
賀
て
る
子
）

●
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
さ
く
ら
草
」

（
代
表
／
宮
本
久
美
子
）

仁賀保町50周年・ショウニー市姉妹都市15周年・仁賀保町閉町　記念式典

ふるさとへの誇りと感謝の思い新たに

▲町民歌の指揮は作詞・作曲者の豊島重孝氏
（由利本荘市）

統計調査員連絡協議会副

会長、保健衛生委員などを

務められ、統計業務や福祉

増進などに寄与された。

高橋昭治（鈴）
旧小出村当時から52年間

に亘り、国保診療所長とし

て、住民の健康増進と地域

医療の充実に寄与された。

渡部　侃（秋田市）
統計調査員連絡協議会副

会長、農業委員などを務め

られ、統計業務や農業の振

興などに寄与された。

畠山　孝（三日市）
納税貯蓄組合連合会副会

長や行政推進員、保安委員

として、納税意識の高揚や

福祉増進に寄与された。

馬場久米雄（横根）

婦人団体連絡協議会長、

社会教育委員などを務めら

れ、婦人の地位向上や社会

教育の向上に寄与された。

遠藤トミ子（芹田）
民生児童委員協議会長、

農業委員などを務められ、

地域の民生安定や農業振興

などに寄与された。

増村澄生（三森）
人権擁護委員、民生児童

委員などを務められ、町内

はもとより県内の福祉増進

や民生安定に寄与された。

中村久三郎（鈴）
町議会議員、行政推進員

などを務められ、地方自治

の振興発展や福祉増進に寄

与された。

川口誠三（三森）

民生児童委員協議会長と

して、地域の民生安定に努

められ、住民の福祉増進に

寄与された。

大場ツヨミ（室沢）
町議会議員、青少年健全

育成町民会議会長などを務

められ、地方自治の振興発

展や民生安定に寄与された。

小松幸雄（百目木）
民生児童委員、人権擁護

委員、国民年金委員などを

務められ、地域の福祉増進

や民生安定に寄与された。

細谷妙子（琴浦）
院内地区婦人会長、働く

婦人の家運営委員長などを

務められ、婦人の地位向上

などに寄与された。

佐藤敦子（上小国）



17．9．1発行 r

8月4日、秋田駅秋田駅でホストファミリーと対面対面 8月4日、秋田駅でホストファミリーと対面 

８月４日から９日までの６日間、

姉妹都市・米国オクラホマ州ショ

ウニー市から親善訪問団員23人が

来町、町内15の家庭にホームステ

イして仁賀保の夏を体験しました。

平成２年の姉妹都市提携から、

今年は15年目の節目の年。

リンダ・ピーターソン副市長を

団長とする団員たちは、「仁賀保町

50周年・ショウニー市姉妹都市15

周年記念式典」や「日本海に響

け！太鼓の祭典」などのイベント

に積極的に参加し、多くの住民と

いっしょに記念すべき仁賀保の夏

を過ごしました。

▲国歌斉唱（式典にて）
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巴
町
長
と
タ
ー
ロ
ン
市
長
が
始
め
た

こ
の
事
業
が
、
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
訪
問
団
の
派
遣
交
流
に

と
ど
ま
ら
ず
、
太
平
洋
を
越
え
た
異
文

化
交
流
の
輪
と
な
っ
て
広
が
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
は
「
人
は
、
本
の
み
に

よ
っ
て
学
ぶ
の
で
は
な
い
」
と
い
う
諺

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
訪
問
団

に
参
加
し
た
り
、
受
け
入
れ
た
り
、
ま

た
事
業
の
関
係
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
に

交
流
に
関
わ
っ
て
き
た
、
数
百
名
に
及

ぶ
市
民
や
生
徒
た
ち
が
、
太
平
洋
に
か

か
る
橋
を
築
き
上
げ
、
文
化
交
流
の
輪

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
通
じ
て
、
世
界

が
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
姉
妹
都
市
交
流
の
目
的
は
、

教
育
、
経
済
、
社
会
の
役
に
立
つ
こ
と

で
す
。

仁
賀
保
と
シ
ョ
ウ
ニ
ー
の
中
学
生
た

ち
は
、
こ
の
交
流
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
点
で

は
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
国
内
だ
け
で
な

く
、
世
界
中
で
私
た
ち
に
か
な
う
者
は

い
な
い
で
し
ょ
う
。

交
流
は
私
た
ち
の
将
来
を
変
え
ま
し

た
。
交
流
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
私
た
ち

の
経
済
を
支
え
る
た
め
に
役
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

秋
に
、（
仁
賀
保
か
ら
の
訪
問
団
と
）

お
会
い
す
る
の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

訪問前の心配ごとや、訪問中の大変だなあと思
う気持ちが、彼女達のすばらしい笑顔で、吹き飛
んでしまいました。浴衣を着た時の、彼女たちの
素直に喜ぶ姿が今も忘れられません。

佐藤　伸朗さん（横根）

出迎え当初は、戸惑いと不安のなか言葉の壁も
ありましたが、双方の心が通じてきて思い出に残
る６日間となりました。交流を通じて我が家の財
産と思い出が増えました。 戸蒔　静男さん（堺）

コミュニケーションとして、初めは一回のやり
取りで終ってしまったが、一つの話題で、長いや
り取りができるようになったのが、一番うれしか
ったです。 佐藤　剛さん（室沢）

とにかく、子どもにとっても大人にとってもす
ばらしい体験学習の場であると感じました。

今野　弘樹さん（平沢）

受け入れ期間中、さまざまなイベントがあり、
また､ゲストたちとの出来事も含め、一夏のよい
思い出を残すことができました。

戸田　峰義さん（平沢）

太鼓の祭典の時に、ショウニーの子供たちと仁
賀保の中学生たちが盛り上がっていました。言葉
の通じているのはおそらく半分以下で、それでも
冗談を交えながら一生懸命交流しているのが印象
的でした。 金子　真一さん（両前寺）

ホストを務めるのは初めてなので、少しではあ
りますが不安もありました。それが、秋田駅でギ
ャレットとクリシャンに出会った瞬間、２人の笑
顔が目に飛び込んでくると、不安はどこかに消え
去り、気がつくと握手をしていました。
貴重な時間を共有できたことに、感謝の気持ち

でいっぱいです。 堀　信夫さん（三森）

世界が身近に

リンダ・ピーターソンさん

ショウニー市副市長

（8月5日式典でのあいさつ）

クリシャン・パテ ル さ ん （ 右から 2人目 ）） 

中学生代表 

（8月6日歓迎昼食会でのスピーチ ） 

世界で一 番 ！ クリシャン・パテ ル さ ん （ 右から 2人目 ）
中学生代表 

（8月6日歓迎昼食会でのスピーチ ） 

世界で一 番 ！ 

▲さよならアメリカの娘たち（8月9日）

こ
と
わ
ざ



「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来

る
」、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
の

か
ま
っ
た
く
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」、

身
の
安
全
を
守
る
た
め
に
日
頃
か
ら
の

備
え
が
大
切
で
す
。

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」。
各
地

で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
町

で
は
九
月
九
日
f
に
、
三
年
に
一
度
の

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
主
な
訓
練
会
場
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ

秋
田
工
場
、
平
沢
海
水
浴
場
、
琴
浦
・

平
沢
集
落
地
内
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
楽
し
い
わ
が
家
」、
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
、
ス
マ
イ
ル
な
ど
で
す
。

午
前
６
時
「
火
災
警
報
発
令
」

全
町
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。
町
民
の
み
な

さ
ん
は
、
集
落
等
で
行
わ
れ
る
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、
避
難
場
所
の
確

認
、
避
難
の
方
法
、
消
火
器
・
消
火
栓

の
使
い
方
、
応
急
手
当
の
方
法
な
ど
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
後
、
屋
外
拡
声
放
送

装
置
に
よ
る
防
災
訓
練
に
つ
い
て
の
放

送
が
あ
り
ま
す
。

琴
浦
集
落
で
津
波
避
難
訓
練

平
沢
集
落
で
避
難
・
消
火
・
救
出

訓
練
を
実
施

琴
浦
集
落
で
は
、「
地
震
発
生
に
よ

り
津
波
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
直
ち
に

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
」
と
い
う
想

定
で
訓
練
を
行
い
ま
す
。
屋
外
拡
声
放

送
装
置
の
サ
イ
レ
ン
や
避
難
勧
告
を
合

図
に
、
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

平
沢
集
落
で
は
、
避
難
・
消
火
・
救

出
訓
練
を
行
い
ま
す
。
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
避
難

誘
導
放
送
に
従
い
避
難
場
所
ま
で
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
屋
外
消
火
栓

を
使
っ
た
消
火
訓
練
も
実
施
し
ま
す
の

で
、
周
辺
の
住
民
の
み
な
さ
ん
は
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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全町総合防災訓練
９月９日（金）実施

時 間 種 類 サイレン･放送等の範囲

午前６時 サイレン（火災警報発令） 全町

午前９時10分 サイレン･拡声放送（津波避難訓練開始） 全町

午前10時40分頃 拡声放送（避難･消火･救出訓練開始） 青少年ホーム付近

●サイレン吹鳴・拡声放送等スケジュール



Ｔ
Ｄ
Ｋ
秋
田
工
場
で
化
学
物
質
漏

え
い
訓
練
、
平
沢
海
水
浴
場
で
水

難
救
助
訓
練
を
実
施

Ｔ
Ｄ
Ｋ
秋
田
工
場
で
は
、
地
震
発
生

に
よ
り
工
場
内
の
化
学
物
質
が
漏
え
い

し
た
、
と
い
う
想
定
で
訓
練
を
行
い
ま

す
。
従
業
員
の
避
難
訓
練
、
化
学
防
護

服
を
着
装
し
た
消
防
隊
員
に
よ
る
救
助

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
沢
海
水
浴
場
で
は
、
津
波
に
よ
り

釣
り
人
が
沖
合
に
流
さ
れ
た
、
と
い
う

想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
す
。
消
防
隊
員

に
よ
る
救
命
策
を
使
用
し
た
救
助
訓
練

や
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
吊
り
上
げ
救
助
訓
練
な
ど
大
規
模
な

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
で
ガ
ス
・
水

道
施
設
復
旧
訓
練
、
倒
壊
建
物
救

出
訓
練
を
実
施

地
震
に
よ
り
ガ
ス
・
水
道
施
設
に
被

害
が
発
生
し
た
、
と
い
う
想
定
で
訓
練

を
行
い
ま
す
。
施
設
の
調
査
・
情
報
収

集
、
復
旧
作
業
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
に
よ
る
倒
壊
建
物
の

中
か
ら
の
要
救
助
者
の
救
出
訓
練
、
応

急
手
当
・
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

楽
し
い
わ
が
家
で
火
災
訓
練
、
ス

マ
イ
ル
で
食
料
・
生
活
物
資
供
給

訓
練
を
実
施

楽
し
い
わ
が
家
で
は
、
地
震
に
よ
り

火
災
が
発
生
し
た
、
と
い
う
想
定
で
訓

練
を
行
い
ま
す
。
入
所
者
や
職
員
の
避

難
訓
練
、
屋
内
消
火
栓
を
使
用
し
た
消

火
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
危
険
物

安
全
協
会
に
よ
る
油
火
災
消
火
訓
練
も

行
わ
れ
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
で
は
、
町
赤
十
字
奉
仕
団

に
よ
る
食
料
供
給
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

非
常
用
に
備
蓄
し
て
い
る
食
料
の
調
理

や
、
備
蓄
さ
れ
て
い
る
生
活
物
資
の
展

示
が
行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
に
伴
い
、
次
の
公
共
施
設
が
一

般
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
（
タ
ー
ロ
ン
通

り
・
駐
車
場
）

９
月
８
日
e
午
前
８
時
30
分
〜
９
日

f
午
後
１
時

●
潮
風
公
園
駐
車
場

９
月
８
日
e
午
後
５
時
〜
９
日
f
正

午
●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

９
月
９
日
f
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

（
図
書
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
利

用
で
き
ま
す
）
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訓練時間 訓練項目 場　所 参加機関
６:00～７:00

自主防災訓練
各集落、保育園、幼稚 各集落、各保育園、幼稚園、各小中学校、

８:30～16:00 園、各小中学校 消防署、消防団
８:30～８:40 災害対策本部設置訓練 役場第４会議室 本部員

８:40～８:50 地域防災無線通信訓練 役場第４会議室
秋田県漁協平沢支所、勤労青少年ホーム、
ガス水道事業所、各集落

８:55～９:00 訓練説明 合併協議会事務所前

９:10～９:30 津波避難訓練
琴浦集落内

琴浦自治会自主防災会、地域住民
熊野神社

９:40～10:10 化学物質漏えい訓練 ＴＤＫ秋田工場 ＴＤＫ株式会社、消防署
10:20～10:35 水難救助訓練 平沢海水浴場 秋田県消防防災航空隊、消防署

10:40～11:10 避難・消火・救出訓練
平沢集落内 平沢町内自治会防災会、消防団、
勤労青少年ホーム付近 地域住民

11:20～11:40 社会福祉施設火災訓練 楽しいわが家
楽しいわが家、消防署、消防団、
危険物安全協会

11:40～11:50 ガス・水道施設復旧訓練 サイエンスパーク ガス水道事業所、町内ガス工事指定店
11:50～12:05 倒壊建物救出訓練 サイエンスパーク 消防団
12:05～12:15 食料・生活物資供給訓練 スマイル 日赤奉仕団
12:15～12:35 講評・閉会式 スマイル
12:00～13:00 非常食等の展示・試食 スマイル

●訓練当日の主な日程

※時間・内容は変更になることがあります。

①
あ
な
た
の
安
全
は
あ
な
た

自
身
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
家
族
の
安
全
は
家
族
み
ん

な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
地
域
の
安
全
は
地
域
ぐ
る

み
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

防災の３大鉄則


